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解
題

　
「
説
旱
」
は
盛
唐
の
詩
人
杜
甫
が
日
照
り
の
対
策
を
論
じ
た
文
章

で
あ
る
。
今
回
こ
の
文
章
に
訳
注
を
施
す
の
は
、
盛
唐
ま
で
に
書
か

れ
た
数
少
な
い
「
説
」
作
品
の
一
つ
と
し
て
着
目
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

散
文
の
一
ジ
ャ
ン
ル
（
文
体
）
と
し
て
の
「
説
」
は
唐
代
の
半
ば

ま
で
は
作
品
が
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
明
の
徐
師
曽
『
文
体
明

弁
』
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
三
国
魏
の
曹
植
の
作
が
目
立
つ
程
度
で

作
者
は
非
常
に
少
な
く
、『
文
選
』
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

唐
代
ま
で
に
廃
れ
た
か
に
見
え
る
「
説
」
は
、
中
唐
に
な
っ
て
ぼ

つ
ぼ
つ
と
書
か
れ
始
め
、
韓
愈
・
柳
宗
元
の
登
場
に
よ
り
再
生
が
な

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
唐
代
前
半
、
す
な
わ
ち
盛
唐
ま
で
の

「
説
」
で
残
っ
て
い
る
作
品
は
僅
か
で
あ
り
、『
全
唐
文
』
の
表
題
で

「
○
○
説
」
も
し
く
は
「
説
○
○
」
と
な
っ
て
い
る
文
を
さ
し
あ

た
っ
て
「
説
」
ジ
ャ
ン
ル
と
見
な
す
と
、
管
見
で
は
、
姚
崇
の
「
十

事
要
説
」「
答
盧
懐
慎
捕
蝗
説
」（『
全
唐
文
』
巻
二
〇
六
）、
杜
甫
の

「
東
西
両
川
説
」「
説
旱
」（『
全
唐
文
』
巻
三
六
〇
）
の
四
篇
に
と
ど

ま
る
。

　

年
代
順
に
ま
ず
姚
崇
の
「
説
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
姚
崇
は
玄
宗

皇
帝
の
在
位
の
初
め
、
開
元
年
間
初
期
の
宰
相
で
あ
る
。
伝
は
『
旧

唐
書
』
巻
九
六
、『
新
唐
書
』
巻
一
二
四
に
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る

の
は
前
者
に
は
「
答
盧
懐
慎
捕
蝗
説
」、
後
者
に
は
「
十
事
要
説
」

の
全
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
姚
崇
の
発
言
と
し
て

0

0

0

0

0

見
え
る
こ
と
で
あ
り
、

「
答
盧
懐
慎
捕
蝗
説
」
は
『
新
唐
書
』
に
も
節
略
し
て
引
か
れ
る
。

な
お
姚
崇
に
は
「
姚
崇
集
」
と
い
う
十
巻
の
文
集
が
あ
っ
た
こ
と
が

『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
、『
通
志
』
芸
文
略
な
ど

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
現
在
は
散
逸
し
て
い
る
。

　

二
篇
の
う
ち
、
先
天
二
年
（
七
一
三
）、
姚
崇
が
宰
相
に
任
じ
ら

れ
る
直
前
に
玄
宗
に
述
べ
た
十
の
政
治
改
革
案
が
「
十
事
要
説
」
で

あ
る
。『
新
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
建
言
は
玄
宗
と
と
も
に
狩
猟
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に
興
じ
る
場
面
で
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
先
天
二
年
、
玄
宗
は

渭
水
の
ほ
と
り
で
猟
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
同
州
刺
史
だ
っ
た
姚

崇
を
呼
び
よ
せ
、
崇
は
猟
の
腕
前
を
披
露
し
て
帝
を
満
足
さ
せ
る
。

崇
は
そ
の
後
さ
ら
に
政
治
を
論
じ
て
帝
の
信
頼
を
得
、
宰
相
へ
の
就

任
を
要
請
さ
れ
る
が
、
即
答
せ
ず
、
就
任
の
条
件
に
十
の
政
治
改
革

案
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
『
全
唐
文
』
は
こ
の
政
治
改
革
案
十
条
の

部
分
を
「
十
事
要
説
」
と
題
し
て
収
録
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
追
う
と
、「
十
事
要
説
」
は
、
殷
の
伊
尹
が
味

覚
の
話
で
湯
王
を
喜
ば
せ
て
か
ら
王
道
を
説
い
た
よ
う
な
、
古
代
に

お
け
る
弁
論
の
「
説
」
の
延
長
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
た

だ
そ
の
文
章
の
内
容
は
天
子
へ
の
建
言
を
内
容
と
す
る
純
粋
な
議
論

文
で
、「
上
書
」
や
「
表
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
韓
柳

以
後
の
後
世
の
「
説
」
ジ
ャ
ン
ル
が
担
う
、
随
想
的
な
雑
文
の
性
格

は
ま
だ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
三
年
後
の
開
元
四
年
（
七
一
六
）、
山
東
に
大
量
発
生
し
た

蝗
を
殺
す
こ
と
に
黄
門
監
の
盧
懐
慎
が
反
対
意
見
を
述
べ
た
時
、
そ

れ
に
答
え
た
の
が
「
答
盧
懐
慎
捕
蝗
説
」
で
あ
る
。
こ
の
時
盧
懐
慎

は
蝗
の
発
生
は
天
災
ゆ
え
に
人
間
の
手
に
負
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

虫
を
大
量
に
殺
す
こ
と
は
和
気
を
破
る
と
し
た
。
こ
の
文
は
そ
れ
に

反
論
し
た
も
の
で
、
表
題
は
「
盧
懐
慎
の
蝗
を
捕
る
説
に
答
う
」
ま

た
は
「
盧
懐
慎
の
捕
蝗
に
答
う
る
説
」
な
ど
と
読
め
よ
う
。

　

こ
の
文
で
姚
崇
は
人
間
が
生
き
物
を
殺
す
四
つ
の
故
事
を
挙
げ
、

人
間
を
安
ん
じ
る
と
こ
ろ
に
志
が
あ
り
、
礼
を
失
わ
な
い
こ
と
を
企

図
す
る
も
の
な
ら
ば
、
殺
生
も
許
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た

論
法
は
天
子
に
主
張
を
認
め
て
も
ら
う
時
の
常
套
手
段
だ
が
、
伝
承

さ
れ
て
き
た
故
事
を
使
っ
て
相
手
を
説
得
す
る
、
先
秦
時
代
の
弁
論

の
「
説
」
を
遠
く
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
た
だ
本
篇

の
場
合
は
相
手
の
意
見
に
対
す
る
弁
駁
を
目
的
と
し
て
お
り
、

「
議
」「
弁
」
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
む
し
ろ
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
を
要
す
る
に
姚
崇
の
二
篇
の
「
説
」
は
、
内
容
的
に
は
天
子

へ
の
要
請
や
相
手
へ
の
反
駁
が
主
で
あ
り
、
こ
の
二
篇
が
も
と
も
と

「
説
」
と
い
う
表
題
だ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
時
期
の
「
説
」

は
中
唐
以
降
の
そ
れ
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
姚
崇
の
二
篇
の
「
説
」
よ
り
約
五
十
年
遅
れ
て
、
杜
甫
の

二
篇
「
東
西
両
川
説
」「
説
旱
」（
と
も
に
『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
五
）

が
現
れ
る
。
杜
甫
の
別
集
に
は
宋
本
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
で
も

同
じ
表
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
篇
は
も
と
も
と
「
説
」
と
し

て
書
か
れ
た
と
見
な
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
う
ち
「
東
西
両
川
説
」（
東
西
両
川
の
説
）
は
広
徳
二
年

（
七
六
四
）、
杜
甫
五
十
三
歳
の
作
で
、
節
度
参
謀
・
検
校
工
部
員
外

郞
と
し
て
厳
武
の
幕
中
に
あ
り
、
吐
蕃
の
侵
攻
に
対
す
る
備
え
に
つ

い
て
建
言
し
た
文
章
で
あ
る
。
羌
族
を
主
体
と
す
る
邛
州
・
雅
州
の
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兵
卒
に
朝
廷
の
兵
卒
を
加
え
て
指
揮
系
統
を
確
立
す
る
こ
と
、
節
度

使
に
直
属
す
る
兵
馬
使
に
一
括
し
て
指
揮
権
を
与
え
て
諸
部
落
の
不

満
を
抑
え
る
こ
と
、
春
の
農
繁
期
の
前
に
天
子
の
名
義
で
蛮
族
を
帰

順
さ
せ
、
流
民
に
も
手
厚
く
す
る
こ
と
、
貧
富
の
差
を
な
く
し
賦
役

を
均
等
に
し
て
県
令
・
刺
史
を
選
び
直
す
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

　

今
回
訳
注
を
施
す
「
説
旱
」（
旱ひ

で
りを

説と

く
）
は
そ
れ
よ
り
先
、
宝

応
元
年
（
七
六
二
）、
杜
甫
が
五
十
一
歳
の
時
に
成
都
で
書
い
た
文

章
で
、
成
都
尹
と
御
史
大
夫
を
兼
ね
、
剣
南
両
川
節
度
使
と
な
っ
て

成
都
に
着
任
し
た
厳
武
に
日
照
り
の
対
策
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
四

年
）
に
従
っ
て
全
体
を
三
段
に
分
け
る
と
、
第
一
段
で
は
蜀
で
続
く

日
照
り
の
原
因
を
罪
人
の
恨
み
が
天
に
満
ち
て
い
る
た
め
だ
と
分
析

す
る
。
第
二
段
で
は
太
宗
の
前
例
も
出
し
つ
つ
、
雨
を
降
ら
せ
る
た

め
に
罪
人
の
刑
を
軽
く
す
る
よ
う
訴
え
る
。
第
三
段
で
は
侍
丁
の
税

を
優
遇
し
、
老
人
を
よ
く
養
え
ば
、
天
が
感
じ
て
雨
を
降
ら
す
と
す

る
。

　

こ
の
文
章
に
は
、
天
象
と
人
事
を
関
連
づ
け
る
天
人
相
関
説
の
考

え
方
が
見
え
る
が
、
杜
甫
の
場
合
は
古
代
の
よ
う
に
一
切
の
原
因
を

天
子
の
徳
に
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
施
政
に
よ
っ
て
天
災
を

克
服
で
き
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
獄
囚
の
中
に
冤

罪
の
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
「
説
」
は
二
篇
と
も
当
時
の
社
会
が
直

面
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
自
己
の
意
見
を
上
官
に
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
先
立
つ
姚
崇
に
よ
る
政
治
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
も

「
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
盛
唐
期
の
「
説
」
は
政
治
的

な
議
論
を
交
わ
す
文
章
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

付
言
す
れ
ば
、
杜
甫
の
場
合
、「
義
鶻
行
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻

六
）
が
柳
宗
元
「
鶻
説
」
の
先
駆
的
作
品
と
見
な
せ
る
（
谷
口
匡

「
唐
代
の
「
説
」
ジ
ャ
ン
ル　

柳
宗
元
「
鶻
説
」
に
つ
い
て
」『
中
唐

文
学
会
報
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
参
照
）
よ
う
に
、
む
し
ろ

詩
の
中
に
中
唐
以
後
の
「
説
」
を
先
取
り
し
た
側
面
が
存
す
る
と
い

え
よ
う
。訳

注

　

底
本
に
は
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』
を
用
い
、
校
勘
・
訳

注
に
は
『
宋
本
杜
工
部
集
』（
続
古
逸
叢
書
影
印
本
、
略
称
「
宋

本
」）、
元
・
高
崇
蘭
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
文
集
』（
元
・
会
文

堂
刊
本
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
』、

略
称
「
高
本
」）、
清
・
銭
謙
益
箋
注
『
杜
工
部
集
』（
大
通
書
局
杜

詩
叢
刊
影
印
本
『
銭
牧
斎
先
生
箋
注
杜
詩
』、
略
称
「
銭
本
」）、

清
・
朱
鶴
齢
輯
注
『
杜
工
部
文
集
』（
京
都
大
学
蔵
金
陵
葉
永
茹
万
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巻
楼
刻
本
『
杜
工
部
全
集
』、
略
称
「
朱
本
」）、
清
・
張
溍
『
読
書

堂
杜
工
部
文
集
註
解
』（
大
通
書
局
杜
詩
叢
刊
影
印
本
、
略
称
「
張

本
」）、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局
排
印
本
、
略
称

「
仇
本
」）、『
全
唐
文
』（
中
華
書
局
影
印
本
）、
謝
思
煒
『
杜
甫
集
校

注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
の
諸
本
を
参
照
し
た
。

　

本
文
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、「
為
」
を
「
爲
」
に
直

す
な
ど
、
ご
く
一
部
、
注
記
せ
ず
に
正
字
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

訓
読
・
語
釈
で
は
校
勘
を
除
い
て
、
新
字
体
を
用
い
た
。

　

な
お
本
訳
注
は
筆
者
が
草
稿
を
作
成
し
、
杜
甫
散
文
研
究
会
（
二

〇
一
七
年
九
月
三
〇
日
、
於
東
京
女
子
大
学
）
で
の
検
討
を
経
て

成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
従
い
、
題
注
と
本
文
三
段
に
分
け
る
。

〔
題
注
〕

初
、
中
丞
嚴
公
節
制
劍
南
日
、
奉
此
說
。

初は
じ

め
、
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う丞

厳げ
ん

公こ
う

、
剣け

ん

南な
ん

に
節せ

っ
せ
い制

た
る
の
日ひ

、
此こ

の
説せ

つ

を
奉

た
て
ま
つる

。

当
初
、
御
史
中
丞
の
厳
武
が
剣
南
に
節
度
使
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

時
に
こ
の
「
説
」
を
献
上
し
た
。

初
～　
「
初
」
以
下
の
十
三
字
を
、
高
本
、
張
本
は
「
公
自
注
」、
朱

本
、
仇
本
は
「
原
注
」
と
し
て
引
く
。
全
唐
文
に
は
こ
の
十
三
字

が
な
い
。
朱
本
に
は
さ
ら
に
「
宝
応
元
年
の
作
」
と
注
す
る
。
ま

た
高
本
、
張
本
は
黄
鶴
の
『
年
譜
弁
疑
』
を
引
い
て
「
宝
応
元
年
、

公
、
成
都
に
在
り
て
厳
武
に
『
説
旱
』
を
上

た
て
ま
つる

。
時
に
厳
武
、
成

都
の
尹
と
為
り
、
剣
南
東
西
川
に
節
度
た
り
」
と
あ
る
。

中
丞
厳
公　
「
中
丞
」
は
御
史
中
丞
。
御
史
大
夫
を
補
佐
し
て
、
官

吏
の
不
正
を
取
り
調
べ
る
官
。「
厳
公
」
は
厳
武
（
七
二
六
―
七

六
五
）。
杜
甫
が
上
疏
し
て
そ
の
罷
免
を
救
お
う
と
し
た
宰
相

房ぼ
う
か
ん琯

が
重
用
し
た
能
吏
で
、
杜
甫
と
も
親
し
か
っ
た
。『
旧
唐

書
』
巻
一
一
七
、『
新
唐
書
』
巻
一
二
九
に
伝
が
あ
り
、『
旧
唐

書
』
で
は
御
史
中
丞
を
経
て
、
こ
の
時
は
御
史
大
夫

0

0

を
兼
任
し
て

い
た
と
す
る
。

節
制　

節
度
使
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
節
度
使
と
し
て
赴
任
す
る
意
。

蜀
の
地
方
は
開
元
七
年
（
七
一
九
）
に
剣
南
道
節
度
使
が
置
か
れ
、

そ
の
後
、
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
に
西
川
節
度
使
と
東
川
節
度
使

が
分
置
さ
れ
た
が
、
厳
武
の
赴
任
に
際
し
て
剣
南
両
川
節
度
使
に

合
併
さ
れ
た
。
後
出
の
「
東
西
両
川
」
の
語
釈
も
参
照
。

劍　

宋
本
、
高
本
、
銭
本
は
「
劒
」
に
作
る
。

〔
一
〕

周
禮
司
巫
、
若
國
大
旱
、
則
率
巫
而
舞
雩
。
傳
曰
、
龍
見
而
雩
。
謂



 
（94）

建
巳
之
月
、
蒼
龍
宿
之
體
、
昏
見
東
方
、
萬
物
待
雨
盛
大
、
故
祭
天

遠
爲
百
榖
祈
膏
雨
也
。
今
蜀
自
十
月
不
雨
、
抵
建
卯
、
非
雩
之
時
、

奈
久
旱
何
。
得
非
獄
吏
只
知
禁
繫
、
不
知
踈
決
、
怨
氣
積
、
冤
氣
盛
、

亦
能
致
旱
。
是
何
川
澤
之
乾
也
、
塵
霧
之
塞
也
、
行
路
皆
菜
色
也
。

田
家
其
愁
痛
也
。

『
周し

ゅ

礼ら
い

』
司し

ふ巫
に
、「
若も

し
国く

に

大お
お

い
に
旱ひ

で
りす

れ
ば
、
則す

な
わち

巫ふ

を
率ひ

き

い

て
舞ぶ

う雩
す
」
と
。
伝で

ん

に
曰い

わ
く
、「
竜

り
ゅ
う

見あ
ら

わ
れ
て
雩う

す
」
と
。
謂お

も

え

ら
く
建け

ん

巳し

の
月つ

き

、
蒼そ

う

竜り
ゅ
う

宿し
ゅ
くの

体た
い

、
昏く

れ

に
東と

う
ほ
う方

に
見あ

ら

わ
れ
、
万ば

ん
ぶ
つ物 

雨あ
め

を
待ま

ち
て
盛せ

い
だ
い大

な
り
、
故ゆ

え

に
天て

ん

を
祭ま

つ

り
、
遠と

お

く
百

ひ
ゃ
っ

穀こ
く

の
為た

め

に
膏こ

う

雨う

を

祈い
の

る
な
り
と
。
今い

ま 

蜀し
ょ
く 

十じ
ゅ
う
が
つ

月
よ
り
雨あ

め

ふ
ら
ず
、
建け

ん

卯ぼ
う

に
抵あ

た

り
、
雩う

の
時と

き

に
非あ

ら

ざ
れ
ば
、
久ひ

さ

し
く
旱ひ

で
りす

る
を
奈い

か
ん何

せ
ん
。
獄ご

く

吏り

只た

だ
禁き

ん
け
い繫

を
知し

り
、
疎そ

決け
つ

を
知し

ら
ず
、
怨え

ん

気き

積つ

み
、
冤え

ん

気き

盛さ
か

ん
に
し
て
、
亦ま

た

能よ

く
旱ひ

で
りを

致い
た

す
に
非あ

ら

ざ
る
を
得え

ん
や
。
是こ

れ
何な

ん

ぞ
川せ

ん
た
く沢

の
乾か

わ

け
る
、

塵じ
ん

霧む

の
塞ふ

さ

が
れ
る
、
行こ

う

路ろ

皆み

な
菜さ

い

色し
ょ
くな

る
。
田で

ん

家か

其そ

れ
愁し

ゅ
う
つ
う痛

せ
ん
。

『
周し

ゅ

礼ら
い

』
司
巫
に
、「
も
し
国
に
大
旱
魃
が
お
こ
っ
た
ら
、
巫
を
引

き
連
れ
て
雨
乞
い
の
祭
を
す
る
」
と
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
に

「
蒼
竜
宿
が
現
れ
た
ら
雨
乞
い
の
祭
を
行
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
思

う
に
、
四
月
に
蒼
竜
宿
の
星
座
群
が
、
夕
暮
れ
に
な
っ
て
東
の
方
角

に
現
れ
る
と
、
万
物
は
雨
が
降
っ
て
茂
り
生
長
す
る
の
で
、
そ
こ
で

天
を
祭
り
、
遠
く
先
を
見
通
し
て
も
ろ
も
ろ
の
穀
物
の
た
め
に
恵
み

の
雨
を
祈
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
蜀
の
地
方
は
十
月
以
来
雨
が

降
っ
て
い
な
い
が
、
二
月
で
あ
り
、
雨
乞
い
の
祭
を
す
る
時
期
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
長
期
に
わ
た
る
日
照
り
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
。
獄
吏
は
罪
人
を
拘
禁
す
る
こ
と
し
か
頭
に
な
く
、
審
理
し
て

刑
を
軽
く
し
よ
う
と
せ
ず
、
そ
の
恨
み
や
冤
罪
に
対
す
る
不
平
の
気

が
活
発
に
な
っ
て
、
日
照
り
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ん

と
川
や
沼
は
干
か
ら
び
、
土
ぼ
こ
り
が
視
界
を
塞
ぎ
、
道
行
く
人
は

み
な
顔
色
が
悪
い
こ
と
か
。
農
家
は
お
そ
ら
く
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る

だ
ろ
う
。

周
礼
司
巫
～　
『
周
礼
』
春
官
・
司
巫
に
「
司
巫

0

0

は
、
群
巫
の
政
令

を
掌
る
。
若0

し
国
大

0

0

い
に
旱0

す
れ
ば
、
則0

ち
巫0

を
帥ひ

き

い
て
舞
雩

0

0

す
」。

舞
雩　
「
雩
」
は
雨
乞
い
の
祭
。
舞
踊
を
伴
う
の
で
か
く
言
う
。

伝
曰
～　
『
春
秋
左
氏
伝
』
桓
公
五
年
に
「
凡
そ
祀
は
、
啓
蟄
に
し

て
郊
し
、
竜
見

0

0

わ
れ
て
雩0

し
、
始
め
て
殺
し
て
嘗
し
、
閉
蟄
に
し

て
烝
す
」、
杜ど

預よ

の
注
に
「『
竜
見
』
は
、
建
巳

0

0

の
月0

、
蒼
竜
宿

0

0

0

の

体0

、
昏0

に
東
方

0

0

に
見0

わ
る
。
万
物

0

0

始
め
て
盛0

ん
に
し
て
、
雨0

を
待0

ち
て
大0

な
り
。
故0

に
天0

を
祭0

り
、
遠0

く
百
穀

0

0

の
為0

に
膏
雨

0

0

を
祈0

る
」。
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竜　

蒼
竜
宿
の
こ
と
。「
蒼
竜
宿
」
の
語
釈
参
照
。

謂　

高
本
、
朱
本
、
張
本
に
は
こ
の
字
が
な
い
。

建
巳
之
月　

旧
暦
四
月
。
上
元
二
年
（
七
六
一
）、
粛
宗
が
元
号
を

廃
し
、
十
一
月
を
歳
首
と
し
て
「
建
子
」
の
月
と
し
、
以
下
、
順

に
十
二
支
を
あ
て
た
（
両
『
唐
書
』
粛
宗
紀
）。『
礼
記
』
月
令
の

鄭
玄
注
に
「『
春
秋
伝
』
に
曰
わ
く
、『
竜
見あ

ら

わ
れ
て
雩う

す
』
と
。

雩
の
正
（
雨
乞
い
の
祭
を
行
う
正
し
い
時
期
）、
当
つ
る
に
四
月

を
以
っ
て
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
旧
唐
書
』
粛
宗
紀
に
「
建
巳

0

0

の
月0

を
四
月
と
為
す
」。

蒼
竜
宿　

二
十
八
宿
（
天
球
上
で
太
陽
と
月
が
通
る
周
天
黄
道
に
あ

る
二
十
八
の
恒
星
）
を
四
つ
に
分
け
た
う
ち
の
、
東
の
七
宿

（
角
・
亢
・
氐
・
房
・
心
・
尾
・
箕
）
を
い
う
。

膏
雨　

作
物
を
潤
す
雨
。

抵　

銭
本
、
全
唐
文
は
「
月
旅
」
に
作
る
。

建
卯　
「
子
」
か
ら
数
え
て
四
番
目
の
「
卯
」
は
上
元
二
年
二
月
。

「
建
巳
之
月
」
の
語
釈
参
照
。

得
非　

～
で
は
な
い
か
。

禁
繫　

拘
禁
す
る
。

踈
決　
「
疏
決
」
に
同
じ
。
審
理
し
て
判
決
を
下
す
。
こ
こ
は
、
罪

人
を
審
理
し
て
減
刑
の
決
定
を
下
す
意
で
用
い
る
。
朱
本
、
仇
本
、

全
唐
文
は
「
踈
」
を
「
疏
」
に
作
る

怨
気
積
、
冤
気
盛
、
亦
能
致
旱　
「
怨
気
」
は
恨
み
の
心
。「
冤
気
」

は
冤
罪
の
恨
み
。
人
々
の
恨
み
が
異
変
を
生
じ
、
日
照
り
や
飢
饉

を
引
き
起
こ
す
と
い
う
考
え
方
は
、『
漢
紀
』
孝
成
皇
帝
紀
三
に

「
怨
気

0

0

、
陰
陽
に
結
び
、
之
に
因
り
て
以
て
饑
饉
す
」、『
後
漢

書
』
光
武
帝
紀
に
「
久0

し
く
旱0

し
て
麦
を
傷そ

こ
なう

。
…
…
将は

た
残
吏

（
残
忍
な
官
吏
）
未
だ
勝た

え
ず
、
獄
多
く
冤0

結
び
、
元
元
（
万

民
）
愁
い
恨
み
て
、
天
気
を
感
動
せ
し
む
る
か
」
な
ど
と
見
え
る
。

菜
色　

菜
食
し
て
い
る
人
の
顔
色
。
飢
え
て
血
色
の
よ
く
な
い
さ
ま
。

塵
霧　

霧
の
よ
う
に
舞
い
あ
が
る
土
ぼ
こ
り
。

〔
二
〕

自
中
丞
下
車
之
初
、
軍
郡
之
政
、
罷
弊
之
俗
、
已
下
手
開
濟
矣
。
百

事
冗
長
者
、
又
以
革
削
矣
。
獨
獄
囚
未
聞
處
分
、
豈
次
第
未
到
、
爲

獄
無
濫
繫
者
乎
。
穀
者
、
百
姓
之
本
、
百
役
是
出
。
況
冬
麥
黃
枯
、

春
種
不
入
。
公
誠
能
暫
輟
諸
務
、
親
問
囚
徒
、
除
合
死
者
之
外
、
下

筆
盡
放
、
使
囹
圄
一
空
、
必
甘
雨
大
降
。
但
怨
氣
消
、
則
和
氣
應
矣
。

躬
自
踈
決
、
請
以
兩
縣
及
府
繫
爲
始
。
管
内
東
西
兩
川
各
遣
一
使
、

兼
委
刺
史
縣
令
、
對
巡
使
同

決
、
如
兩
縣
及
府
等
囚
例
處
分
、
眾

人
之
望
也
、
隨
時
之
義
也
。
昔
貞
觀
中
、
歲
大
旱
、
文
皇
帝
親
臨
長

安
萬
年
二
赤
縣
決
獄
、
膏
雨
滂
足
。
即
岳
鎭
方
面
歲
荒
札
、
皆
連
帥

大
臣
之
務
也
、
不
可
忽
。
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中ち
ゅ
う
じ
ょ
う丞

下げ

車し
ゃ

す
る
の
初は

じ

め
よ
り
、
軍ぐ

ん

郡ぐ
ん

の
政

ま
つ
り
ご
と、

罷ひ

弊へ
い

の
俗ぞ

く

、
已す

で

に

手て

を
下く

だ

し
開か

い

済さ
い

す
。
百ひ

ゃ
く
じ事

の
冗

じ
ょ
う

長ち
ょ
うす

る
者も

の

、
又ま

た
以も

っ
て
革か

く
さ
く削

す
。

独ひ
と

り
獄ご

く
し
ゅ
う囚

の
み
未い

ま

だ
処し

ょ
ぶ
ん分

を
聞き

か
ず
、
豈あ

に
次し

第だ
い

未い
ま

だ
到い

た

ら
ず
、
獄ご

く

濫み
だ

り
に
繫つ

な

が
る
る
者も

の

無な

し
と
為な

す
か
。
穀こ

く

は
百ひ

ゃ
く
せ
い姓

の
本も

と

、
百ひ

ゃ
く
え
き役

に
是こ

れ
出い

だ
す
。
況い

わ
ん

や
冬と

う

麦ば
く

黄き

ば
み
枯か

れ
、
春

し
ゅ
ん

種し
ゅ

入い

ら
ざ
る
を
や
。
公こ

う

誠ま
こ
とに

能よ

く
暫し

ば
らく

諸
も
ろ
も
ろの

務つ
と

め
を
輟や

め
、
親み

ず
から

囚し
ゅ
う
と徒

を
問と

い
、
合ま

さ

に
死し

す

べ
き
者も

の

を
除の

ぞ

く
の
外ほ

か

は
、
筆ふ

で

を
下く

だ

し
て
尽

こ
と
ご
とく

放は
な

ち
、
囹れ

い
ぎ
ょ圄

を
し
て
一い

っ

空く
う

な
ら
し
め
ば
、
必か

な
らず

甘か
ん

雨う

大お
お

い
に
降ふ

ら
ん
。
但た

だ
怨え

ん

気き

消き

え
な
ば
、

則す
な
わち

和わ

き気
応お

う

ぜ
ん
。
躬み

自み
ず
から

疎そ

決け
つ

し
、
請こ

う
両

り
ょ
う
け
ん県

及お
よ

び
府ふ

の
繫け

い

を

以も

っ
て
始は

じ

め
と
為な

す
を
。
管か

ん
な
い内

の
東と

う
ざ
い西

両り
ょ
う
せ
ん

川
は
各

お
の
お
の

一い
っ

使し

を
遣つ

か

わ
し
、

兼か

ね
て
刺し

し史
県け

ん
れ
い令

に
委ゆ

だ

ね
、
巡じ

ゅ
ん
し使

に
対た

い

し
て

そ
　

決け
つ

を
同お

な

じ
く
し
、

両り
ょ
う
け
ん県

及お
よ

び
府ふ

等ら

の
囚し

ゅ
うの

例た
め
しの

如ご
と

く
処し

ょ
ぶ
ん分

す
る
は
、
衆し

ゅ
う
じ
ん人

の
望の

ぞ

み
な

り
、
随ず

い

時じ

の
義ぎ

な
り
。
昔

む
か
し

貞じ
ょ
う

観が
ん

中ち
ゅ
う、

歳と
し

大お
お

い
に
旱ひ

で
りし

、
文ぶ

ん

皇こ
う
て
い帝

親
み
ず
か

ら
長ち

ょ
う
あ
ん安

・
万ば

ん

年ね
ん

の
二に

赤せ
き
け
ん県

に
臨の

ぞ

み
て
獄ご

く

を
決け

っ

し
、
膏こ

う

雨う

滂ぼ
う

足そ
く

す
。
即

す
な
わ

ち
岳が

く

鎮ち
ん

方ほ
う
め
ん面 

歳と
し

荒こ
う

札さ
つ

な
る
は
、
皆み

な
連れ

ん

帥す
い

大だ
い
じ
ん臣

の
務つ

と

め
な
り
、
忽

ゆ
る
が

せ
に
す
べ
か
ら
ず
。

御
史
中
丞
は
着
任
し
た
当
初
か
ら
、
軍
や
郡
の
政
治
、
疲
弊
し
た
習

俗
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
着
手
し
て
、
困
難
を
切
り
開
い
た
。

す
べ
て
の
む
だ
に
煩
瑣
な
事
柄
も
、
自
身
の
手
で
廃
止
し
た
。
し
か

し
監
獄
の
囚
人
に
つ
い
て
の
み
、
ま
だ
処
置
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
聞

か
な
い
。
そ
の
順
番
が
ま
だ
来
な
い
だ
け
で
、
監
獄
に
不
当
に
拘
禁

さ
れ
た
者
は
い
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
穀
物
は
、
万

民
の
根
本
で
あ
り
、
色
々
の
仕
事
に
対
し
て
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
通
常
の
年
で
も
そ
の
よ
う
に
大
切
な
の
に
）
ま
し
て
や
冬
小
麦
が

枯
れ
て
し
ま
い
、
春
の
種
ま
き
も
で
き
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
公
が

も
し
他
の
仕
事
を
し
ば
し
停
止
し
て
、
み
ず
か
ら
囚
人
の
も
と
へ
出

向
き
、
死
罪
に
す
べ
き
者
以
外
は
、
文
書
を
発
し
て
こ
と
ご
と
く
解

放
し
、
牢
獄
を
か
ら
に
さ
せ
た
な
ら
、
き
っ
と
恵
み
の
雨
が
た
く
さ

ん
降
る
だ
ろ
う
。
恨
み
の
気
が
消
え
さ
え
す
れ
ば
、
穏
や
か
な
気
が

呼
応
し
て
起
こ
る
だ
ろ
う
。
公
自
身
が
減
刑
の
決
定
を
下
す
に
あ
た

り
、
成
都
・
華
陽
の
二
県
と
成
都
府
か
ら
始
め
ら
れ
た
い
。
管
轄
内

の
東
川
・
西
川
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
使
者
を
派
遣
し
、

刺
史
と
県
令
に
委
ね
、
巡
使
と
一
緒
に
判
決
を
同
じ
に
さ
せ
、
二
県

や
成
都
府
な
ど
の
囚
人
の
例
と
同
じ
よ
う
に
処
置
で
き
れ
ば
、
そ
れ

は
万
人
の
望
み
で
あ
り
、
時
宜
に
か
な
っ
た
正
し
い
方
法
で
あ
る
。

昔
、
貞

じ
ょ
う

観が
ん

年
間
の
、
大
旱
魃
が
お
こ
っ
た
年
に
、
太
宗
皇
帝
が
み

ず
か
ら
長
安
県
・
万
年
県
と
い
う
二
つ
の
赤
県
に
行
幸
し
て
罪
を
軽

く
す
る
判
決
を
下
し
た
と
こ
ろ
、
恵
み
の
雨
が
し
っ
か
り
降
っ
た
。

つ
ま
り
辺
境
や
地
方
の
高
官
の
場
合
で
は
、
そ
の
年
に
凶
作
が
お

こ
っ
た
り
疫
病
が
流
行
し
た
り
し
た
な
ら
、
そ
の
対
処
は
高
官
の
仕
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事
で
あ
り
、
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

中
丞　

厳
武
を
指
す
。「
中
丞
厳
公
」
の
語
釈
参
照
。

下
車　

初
め
て
任
地
に
至
る
。

開
済　

新
局
面
を
切
り
開
き
、
難
局
を
救
う
。
杜
甫
「
蜀
相
」
詩

（『
詳
注
』
巻
九
）
に
「
両
朝
開
済

0

0

す　

老
臣
の
心
」（
異
説
も
あ

る
）。

革
削　

廃
止
す
る
。

次
第　

宋
本
は
「
第
」
を
「
弟
」
に
作
る
。

百
役　

各
種
の
労
働
。
揚
雄
「
逐
貧
の
賦
」
に
「
身
は
百
役

0

0

に
服
し
、

手
足
胼へ

ん

胝ち

す
（
ま
め

0

0

や
た
こ

0

0

が
で
き
る
）」。
な
お
一
説
に
、
数
多

く
の
戦
役
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

冬
麦　

秋
に
種
を
ま
き
、
翌
年
の
夏
に
収
穫
す
る
小
麦
。
冬
小
麦
。

春
種　

春
に
種
を
ま
く
。
李
紳
「
古
風
二
首
」
其
一
（『
全
唐
詩
』

巻
四
八
三
）
に
「
春0

に
一
粒
の
粟
を
種0

え
、
秋
に
万
顆
の
子み

を
成

す
」。

公　

相
手
に
対
す
る
敬
称
。
こ
こ
で
は
厳
武
を
指
す
。

下
筆　

筆
を
と
る
。
杜
甫
「
丹
青
引
」
詩
（『
詳
注
』
巻
一
三
）
に

「
将
軍
筆0

を
下0

せ
ば
生
面
開
く
」。
こ
こ
は
命
令
の
文
書
を
書
く
意
。

令
囹
圄
一
空　

牢
獄
を
完
全
に
か
ら
に
す
る
。『
史
記
』
汲
黯
列
伝

に
「
囹
圄

0

0

を
し
て
空0

虚
な
ら
し
む
」。

甘
雨　

時
宜
に
か
な
っ
た
恵
み
の
雨
。『
詩
経
』
小
雅
・
甫
田
に

「
以
て
甘
雨
0

0

を
祈
り
、
以
て
我
が
稷
黍
を
介お

お
いに

す
」。

和
気　

瑞
祥
を
も
た
ら
す
穏
や
か
な
気
。
三
国
魏
・
曹
植
「
魏
徳
論

謳
・
穀
」
に
「
和
気

0

0　

祥
を
致
し
、
時
雨
灑さ

い
よ
く沃

す
（
そ
そ
ぐ
）」。

踈
決　
「
踈
」
は
「
疎
」
の
俗
字
。
高
本
は
「

」、
銭
本
、
朱
本
、

張
本
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「
疏
」
に
作
る
。

両
県　

成
都
県
と
華
陽
県
（
朱
鶴
齢
注
）。
と
も
に
成
都
府
に
属
す
。

府
繫　

成
都
府
の
囚
人
。

東
西
両
川　

粛
宗
の
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
に
置
か
れ
た
東
川
節
度

使
と
西
川
節
度
使
が
管
轄
す
る
区
域
。
前
者
は
梓
州
（
四
川
省
三

台
県
）、
後
者
は
成
都
府
に
治
所
が
あ
る
。
な
お
こ
の
二
節
度
使

は
厳
武
が
来
任
す
る
時
に
は
、
剣
南
両
川
節
度
使
に
統
合
さ
れ
た

（『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
厳
武
伝
）。

巡
使　

巡
察
に
来
て
い
る
役
人
。

如
～
例
処
分　

～
の
前
例
と
同
様
に
処
置
す
る
。『
旧
唐
書
』
粛
宗

紀
・
乾
元
元
年
の
記
事
に
「
今
後
、
医
卜
の
入
り
て
仕
う
る
者
は
、

明
法
の
例0

に
同
じ
く
処
分

0

0

せ
よ
」
と
あ
る
。

随
時
之
義　
「
随
時
」
は
時
宜
に
か
な
う
。『
易
経
』
随
卦
・
彖
伝
に

「
天
下
、
時0

に
随0

う
。
随
時

0

0

の
義0

大
い
な
る
か
な
」。

貞
観　

唐
の
太
宗
の
年
号
。
宋
本
は
「
貞
」
を
「
正
」
に
作
る
。

文
皇
帝　

唐
の
太
宗
の
諡

お
く
り
な。
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長
安
万
年　

長
安
県
と
万
年
県
（
い
ず
れ
も
陝
西
省
西
安
市
）。

赤
県　

唐
代
の
県
に
お
け
る
七
等
級
の
第
一
で
、
都
が
治
め
る
県

（『
通
典
』
巻
三
三
・
職
官
十
五
・
県
令
）。

決
獄　

訴
訟
事
件
に
判
決
を
下
す
。
こ
こ
で
は
上
文
の
「
踈
決
」
と

同
様
に
、
罪
人
に
対
し
て
罪
を
軽
く
す
る
決
定
を
す
る
意
。
日
照

り
に
関
連
し
て
太
宗
自
ら
が
こ
う
し
た
決
定
を
下
し
た
例
は
、

『
旧
唐
書
』
太
宗
紀
上
・
貞
観
三
年
に
「
六
月
戊
寅
、
旱
を
以
っ

て
、
親0

ら
囚
徒
を
録
す
」、
同
太
宗
紀
下
・
貞
観
十
三
年
に
「
去

冬
よ
り
雨
ふ
ら
ざ
る
こ
と
五
月
に
至
る
。
甲
寅
、
…
…
冤
屈
を
申

理
し
、
乃
ち
雨
ふ
る
」
な
ど
と
見
え
、
長
安
県
や
万
年
県
に
お
け

る
例
は
、『
旧
唐
書
』
太
宗
紀
下
・
貞
観
十
四
年
に
「
春
正
月

…
…
甲
寅
、
…
…
雍
州
及
び
長
安

0

0

の
獄0

の
大
辟
罪
已い

か下
を
赦
す
。

二
月
丁
丑
、
…
…
大
理
・
万
年

0

0

の
繫
囚
を
赦
す
」
と
あ
る
。

膏
雨　

作
物
を
潤
す
雨
。

滂
足　

雨
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
降
る
。

岳
鎮　

辺
境
を
守
る
高
官
。

方
面　

地
方
の
軍
政
に
お
け
る
要
職
や
長
官
を
指
す
。『
後
漢
書
』

馮
異
伝
に
「
任
を
方
面

0

0

に
受
け
て
、
以
っ
て
微
功
を
立
つ
」、
李

賢
の
注
に
「
西
方
の
一
面
、
専
ら
以
っ
て
之
に
委ゆ

だ

ぬ
る
を
謂
う
」

と
あ
る
。

荒
札　

凶
作
と
疫
病
。『
周
礼
』
天
官
・
膳
夫
に
「
大
荒0

に
は
則
ち

挙
げ
ず
（
食
膳
を
盛
大
に
し
な
い
）、
大
札0

に
は
則
ち
挙
げ
ず
」、

鄭
玄
の
注
に
「
大
荒
は
凶
年
、
大
札
は
疫
癘
な
り
」
と
あ
る
。

連
帥　

地
方
の
高
官
。
唐
代
で
は
多
く
観
察
使
や
按
察
使
を
指
す
。

〔
三
〕

凡
今
徵
求
無
名
數
、
又
耆
老
合
侍
者
、
兩
川
侍
丁
、
得
異
常
丁
乎
。

不
殊
常
丁
賦
斂
、
是
老
男
老
女
死
日
短
促
也
。
國
有
養
老
。
公
遽
遣

吏
存
問
其
疾
苦
、
亦
和
氣
合
應
之
義
也
、
時
雨
可
降
之
徵
也
。
愚
以

爲
至
仁
之
人
、
常
以
正
道
應
物
。
天
道
去
人
不
遠
。

凡は
ん

今き
ん 

徴ち
ょ
う

求き
ゅ
うに

名め
い
す
う数

無な

く
、
又ま

た
耆き

老ら
う

の
合ま

さ

に
侍じ

す
べ
き
者も

の

あ
れ
ば
、

両り
ょ
う
せ
ん

川
の
侍じ

丁て
い

、
常つ

ね

の
丁て

い

に
異こ

と

な
る
を
得え

ん
や
。
常つ

ね

の
丁て

い

の
賦ふ

斂れ
ん

に
殊こ

と

な
ら
ず
ん
ば
、
是こ

れ
老ろ

う
だ
ん男

老ろ
う
じ
ょ女

死し

日じ
つ

短た
ん
そ
く促

す
る
な
り
。
国く

に

に
老ろ

う

を
養

や
し
な

う
有あ

り
。
公こ

う

遽す
み

や
か
に
吏り

を
遣や

り
、
其そ

の
疾し

っ

苦く

を
存そ

ん

問も
ん

す
る
は
、
亦ま

た
和わ

き気
合ご

う
お
う応

す
る
の
義ぎ

な
り
、
時じ

う雨
降ふ

る
べ
き
の
徴し

る
しな

り
。
愚ぐ

以お

為も

え
ら
く
至し

仁じ
ん

の
人ひ

と

、
常つ

ね

に
正せ

い
ど
う道

を
以も

っ
て
物も

の

に
応お

う

ず
。
天て

ん
ど
う道 

人ひ
と

を

去さ

る
こ
と
遠と

お

か
ら
ず
。

現
在
、
税
の
徴
収
に
は
正
当
な
名
目
は
な
く
、
し
か
も
世
話
を
す
べ

き
老
人
が
い
る
の
な
ら
（
当
然
優
遇
さ
れ
て
い
て
よ
い
は
ず
な
の

に
）、
両
川
の
侍じ

丁て
い

は
、
通
常
の
丁
と
異
な
っ
て
い
な
い
。
通
常
の
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丁
に
対
す
る
課
税
に
異
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
老
人
の
死
ぬ
日
は

差
し
迫
っ
て
く
る
。
国
に
は
老
人
に
孝
養
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
公
に
は
す
み
や
か
に
役
人
を
派
遣
し
て
、
そ
の
苦
し
み
を
見

舞
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
穏
や
か
な
気
が
感
応
す
る
正
し
い
あ
り
方
で

あ
り
、
恵
み
の
雨
が
降
る
兆
し
で
あ
る
。
思
う
に
最
大
の
仁
徳
を
も

つ
人
は
、
常
に
正
し
い
道
に
よ
っ
て
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
だ
。（
し
た
が
っ
て
）
天
道
は
（
遠
い
と
は
い
え
、）
人
か
ら
遠
く

は
離
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

徴
求　

税
を
徴
収
す
る
。
杜
甫
「
又
た
呉
郎
に
呈
す
」
詩
（『
詳

注
』
巻
二
〇
）
に
「
已す

で

に
訴
う　

徴
求

0

0　

貧
は
骨
に
到
る
と
」
と

あ
る
。

名
数　

名
目
。
こ
こ
で
は
正
当
な
名
目
の
意
。

耆
老　

老
人
。『
礼
記
』
王
制
に
「
耆
老

0

0

を
養
い
て
以
っ
て
孝
を
致

す
」。

侍
丁　

家
に
と
ど
ま
り
老
人
に
仕
え
る
若
者
。「
丁
」
は
成
人
し
た

男
子
の
こ
と
。『
旧
唐
書
』
職
官
志
二
・
戸
部
尚
書
・
郎
中
に
「
凡

そ
庶
人
年
八
十
及
び
篤
疾
、
侍
丁

0

0

一
人
を
給
し
、
九
十
、
二
人
を

給
し
、
百
歳
、
三
人
」
と
あ
り
、
年
齢
や
状
況
に
よ
っ
て
老
人
に

つ
け
ら
れ
る
侍
丁
の
き
ま
り
が
あ
っ
た
。「
篤
疾
」
は
重
病
人
。

ま
た
『
旧
唐
書
』
食
貨
志
上
に
見
え
る
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
の

赦
文
に
「
其
の
侍
丁
0

0

の
孝
な
る
者
は
仮
に
差
科
（
差
役
と
賦
税
）

を
免
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
も
あ
っ
た
。

得
異
常
丁
乎　

通
常
の
丁
と
異
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
つ
ま
り
、

免
税
に
関
す
る
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
ず
、
通
常
の
丁
と
同
様
に
課

税
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

賦
斂　

税
を
賦
課
す
る
こ
と
。『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
十
八
年
に

「
百
官
に
命
じ
、
…
…
賦
斂

0

0

を
薄
く
し
、
罪
戻
を
宥ゆ

る

む
」
と
あ
る
。

死
日　

死
ぬ
日
。『
楚
辞
』
七
諫
・
初
放
に
「
死
日

0

0

将
に
至
ら
ん
と

す
」。

養
老　

老
人
に
仕
え
て
孝
養
を
尽
く
す
。

存
問　

慰
問
す
る
。『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
「
櫟や

く

陽よ
う

に
至
り
、
父
老

を
存
問

0

0

し
て
、
置
酒
す
」
と
あ
る
。

合
応　

互
い
に
感
応
す
る
。
班
固
「
西
都
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
）

に
「
天
人
合
応

0

0

し
て
、
以
っ
て
皇
明
（
天
子
の
明
徳
）
を
発
す
」。

時
雨　

時
期
に
か
な
う
雨
。

至
仁　

最
大
の
仁
徳
。『
孟
子
』
尽
心
下
に
「
至
仁

0

0

を
以
っ
て
至
不

仁
を
伐
つ
と
き
、
何
ぞ
其
の
血
の
杵き

ね

を
流
さ
ん
や
」
と
あ
る
。

応
物　

世
に
処
す
る
。

天
道
去
人
不
遠　

天
道
は
遠
く
に
あ
る
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
人
間
の

行
為
に
感
応
し
て
幸
い
を
も
た
ら
す
こ
と
を
言
う
。『
春
秋
左
氏

伝
』
昭
公
十
八
年
に
見
え
る
子
産
の
言
葉
に
「
天
道

0

0

は
遠0

く
、
人0
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道
は
邇ち

か

し
。
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
何
を
以
っ
て
之
を
知
ら

ん
」、
独
孤
及
「
櫟
陽
県
の
醴
泉
を
賀
す
る
表
」（『
全
唐
文
』
巻

三
八
四
）
に
「
王
者
の
沢た

く 

庶
類
（
万
物
）
に
周あ

ま
ねけ

れ
ば
、
則
ち

神 

百
祥
（
さ
ま
ざ
ま
な
幸
い
）
を
降く

だ

し
、
天0

地
の
心
、
人0

を
去0

る
こ
と
遠0

か
ら
ず
」
と
あ
る
。
な
お
銭
本
、
仇
本
、
全
唐
文
は

「
天
道
遠0

去
人
不
遠
」、
高
本
、
朱
本
、
張
本
は
「
天
道
奚
近

0

0

去
人

不
遠
」
に
作
る
。
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